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1

『
六
諭
衍
義
大
意
』
諸
本
の
平
仮
名
字
体

―
官
刻
本
・
水
野
本
・
亀
屋
本
・
岩
村
田
藩
本
を
資
料
と
し
て
―

市
地　

 
英

　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
平
仮
名
字
体
／
表
記
／
近
世
／
六
諭
衍
義
大
意
／
手
習
い

一　

は
じ
め
に

享
保
七
〈
一
七
二
二
〉
年
、
室
鳩
巣
『
官
刻
六
諭
衍
義
大
意
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
六
諭
と
は
孝
順
父
母
、
尊
敬
長
上
、
和
睦
郷
里
、
教

訓
子
弟
、
各
安
生
理
、
母
作
非
為
の
教
え
の
こ
と
で
、
明
の
太
祖
に
発
し
た
と
さ
れ
る
。
六
諭
衍
義
は
会
稽
の
范
鋐
が
解
説
等
を
付
し
て

広
め
た
も
の
で
、
程
順
則
（
寛
文
三
―
享
保
一
九
）
が
琉
球
に
持
ち
帰
り
板
行
し
た
。
そ
の
後
、
薩
摩
を
経
由
し
て
徳
川
吉
宗
の
手
に
渡

り
、
荻
生
徂
徠
に
命
じ
て
施
点
さ
せ
た
（
享
保
六
年
刊
）。
更
に
室
鳩
巣
に
和
解
さ
せ
た
の
が
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
『
官
刻
六
諭

衍
義
大
意
』
で
あ
る
。
板
下
は
手
習
師
匠
石
川
勘
助
が
書
き
、
幕
府
の
官
刻
と
し
て
印
刷
さ
れ
）
1
（

、
江
戸
中
の
手
習
い
師
匠
に
配
布
さ
れ
た

と
い
う
）
2
（

。
以
後
、
六
諭
衍
義
大
意
は
明
治
に
至
る
ま
で
藩
や
民
間
な
ど
で
板
行
さ
れ
、
庶
民
教
育
の
教
書
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。

本
稿
は
、
こ
の
六
諭
衍
義
大
意
が
、
手
習
に
奨
励
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
、
繰
り
返
し
板
行
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、
享
保
七
年



2

刊
『
官
刻
六
諭
衍
義
大
意
』（
以
下
、
官
刻
本
と
呼
ぶ
）
及
び
そ
の
異
本
三
種
類
に
使
用
さ
れ
る
平
仮
名
字
体
の
種
類
の
特
徴
を
明
ら
か

に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
幕
府
奨
励
の
庶
民
教
書
と
し
て
広
ま
っ
た
本
書
が
、
受
容
者
に
い
か
な
る
平
仮
名
字
体
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
求
め

た
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
水
準
を
考
察
す
る
。

二　

先
行
研
究

二
・
一　

近
世
の
平
仮
名
字
体
と
文
字
学
習
に
関
す
る
研
究

近
世
期
の
平
仮
名
を
含
む
文
章
に
は
、
多
様
な
平
仮
名
字
体
の
種
類
が
使
用
さ
れ
る
が
、
浜
田
（
一
九
七
九
）
は
、
近
世
期
の
主
要
な

文
学
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
十
数
点
ず
つ
を
調
査
し
、
近
世
末
期
に
至
る
に
つ
れ
、
平
仮
名
字
体
の
使
用
種
類
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
以
後
、
各
種
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
個
別
の
文
学
作
品
の
使
用
平
仮
名
字
体
の
種
類
・
用
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切

り
口
か
ら
近
世
の
平
仮
名
字
体
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
）
3
（

。

さ
て
、
浜
田
（
一
九
七
九
）
に
よ
れ
ば
、
平
仮
名
字
体
の
減
少
傾
向
は
「
造
本
意
識
の
大
衆
化
に
伴
う
も
の
で
、
す
な
わ
ち
下
降
性
向
」

が
そ
れ
を
促
進
し
た
し
、「
近
世
に
な
っ
て
は
、
大
衆
的
実
用
的
な
文
字
生
活
が
、
そ
れ
と
し
て
向
上
し
、
安
定
し
、
広
く
広
ま
り
、
文

字
生
活
の
普
通
の
様
態
と
い
う
の
に
近
く
な
っ
た
」
と
述
べ
る
）
4
（

。
久
田
（
二
〇
一
九
）
は
、
商
業
出
版
の
勃
興
・
隆
盛
に
あ
た
り
、
読
者

層
の
拡
大
、
識
字
層
の
拡
張
ゆ
え
に
、
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
た
表
記
へ
の
変
化
が
あ
っ
た
と
す
る
）
5
（

。
商
業
出
版
の
隆
盛
に
お
け
る
書
物

の
大
衆
化
・
読
者
層
の
拡
大
が
、
流
行
す
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
使
用
平
仮
名
字
体
の
種
類
の
減
少
に
影
響
し
た
こ
と
は
、
論
を
俟

た
な
い
。

と
は
い
え
、
近
世
文
学
作
品
で
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も
、
現
在
の
よ
う
な
一
音
一
字
の
平
仮
名
体
系
で
文
章
が
書
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
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当
た
り
前
に
多
様
な
平
仮
名
字
体
の
種
類
を
用
い
た
表
記
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
多
様
な
平
仮
名
字
体
の
種
類
を
用
い
た
表
記
で
、

一
定
の
種
類
を
使
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
傾
城
買
二
筋
道
』
の
序
跋
に
は
、
本
文
に
は
み
ら
れ
な
い
珍
し
い
平
仮
名
字
体
が

使
用
さ
れ
る
）
6
（

。
子
供
や
女
性
に
人
気
を
博
し
た
合
巻
と
、
教
養
層
も
読
者
だ
っ
た
読
本
を
比
較
す
る
と
、
同
じ
曲
亭
馬
琴
作
で
あ
っ
て
も

読
本
に
平
仮
名
字
体
の
使
用
種
類
数
が
多
い
）
7
（

。
人
々
は
こ
う
し
た
平
仮
名
字
体
使
用
の
幅
を
持
つ
表
記
の
書
物
を
読
書
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
多
様
な
平
仮
名
字
体
の
表
記
を
、
読
者
層
／
識
字
層
が
ど
の
よ
う
に
習
得
し
え
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
近
世
期
は
文

書
社
会
に
し
て
、
全
国
的
に
寺
子
屋
で
手
習
に
よ
り
読
み
書
き
が
教
え
ら
れ
、
数
多
く
の
往
来
物
も
出
版
さ
れ
た
。
文
字
学
習
の
広
が
り

は
、
識
字
層
の
拡
大
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
矢
田
（
二
〇
一
六
）
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
近
世
期

の
文
字
教
育
で
、
変
体
仮
名
が
「
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
来
た
か
に
つ
い
て
は
、
曖
昧
模
糊
と
し
た
所
を
有
し
て
」
い
る
。
近
世
の
初

歩
的
な
文
字
教
育
課
程
は
「
い
ろ
は
歌
に
よ
る
平
仮
名
教
育
（
一
音
一
字
）
↓
村
名
尽
・
国
尽
・
往
来
物
に
よ
る
漢
字
教
育
（
行
・
草
書

体
、
候
文
）」
で
あ
り
、
画
一
的
な
教
材
も
存
在
し
な
い
）
8
（

。
い
ろ
は
を
習
っ
た
後
は
、
候
文
体
の
証
文
や
書
簡
と
い
っ
た
漢
字
中
心
の
実

用
的
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。
ど
の
よ
う
な
場
面
で
多
様
な
平
仮
名
字
体
が
学
習
さ
れ
た
か
、
矢
田
氏
は
同
論

文
に
お
い
て
、
教
育
史
そ
の
他
研
究
か
ら
上
流
層
五
名
の
近
世
文
字
教
育
課
程
の
個
別
的
事
例
を
引
き
、
文
化
へ
の
志
向
の
強
い
上
流
層

に
あ
っ
て
は
、
多
様
な
平
仮
名
字
体
の
習
得
に
和
歌
の
学
習
が
重
要
な
場
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
）
9
（

。

以
上
の
通
り
、
当
時
の
非
統
一
的
な
教
育
課
程
や
教
材
か
ら
、
数
多
く
の
平
仮
名
字
体
を
読
み
、
拡
大
す
る
識
字
層
が
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
平
仮
名
字
体
の
種
類
・
表
記
を
学
び
え
た
の
か
、
明
る
み
に
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
往
来
物
な
ど
の
手
習
教
材
の
平

仮
名
字
体
の
種
類
を
調
査
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
い
ろ
は
仮
名
が
一
定
種
類
の
字
体
で
学
ば
れ
て
い
た
こ
と
や
、
女

子
用
往
来
物
の
書
簡
文
、
散
ら
し
書
き
に
使
用
さ
れ
る
多
様
な
平
仮
名
字
体
の
種
類
の
具
体
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
）
10
（

。
た
だ
し
、
女

子
に
限
ら
ず
、
往
来
物
か
ら
ど
の
よ
う
な
種
類
の
平
仮
名
字
体
を
習
得
で
き
た
の
か
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
研
究
は
、
ま
だ
少
な
い
と
い
え
る
。
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往
来
物
は
漢
字
習
得
を
目
的
と
し
た
も
の
が
多
い
も
の
の
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
往
来
物
が
、
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
）
11
（

。
ま

た
、
出
版
さ
れ
た
往
来
物
で
あ
れ
ば
、
板
元
や
書
き
手
は
文
字
の
習
得
層
を
想
定
し
、
平
仮
名
の
表
記
も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
吉
宗
が
手
習
に
推
奨
し
た
六
諭
衍
義
大
意
に
注
目
す
る
。

二
・
二　

六
諭
衍
義
大
意
に
つ
い
て
の
研
究

六
諭
衍
義
大
意
の
伝
来
に
関
し
て
は
、
冒
頭
で
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
六
諭
衍
義
大
意
は
享
保
以
降
、
明
治
期
ま
で
、
夥
し
い
量

の
異
本
が
残
り
、
近
世
の
庶
民
思
想
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
）
12
（

。
そ
の
板
本
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
二
十
一
種
類
、

東
恩
納
寛
惇
氏
に
よ
る
年
譜
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
）
13
（

。
更
に
江
戸
板
本
に
つ
い
て
は
杉
下
（
二
〇
〇
九
）
に
系
統
の
分
類
が
試
み
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
高
橋
（
二
〇
一
三
）
で
は
、
諸
本
の
全
容
を
「
第
一
類　

鳩
巣
が
和
解
し
た
文
章
を
踏
襲
し
た
も
の
」、「
第
二
類　

鳩

巣
の
和
解
を
継
承
し
な
が
ら
、
注
釈
や
絵
抄
、
付
載
記
事
を
加
え
た
も
の
」、「
第
三
類　

鳩
巣
の
和
解
と
は
別
に
和
解
を
こ
こ
ろ
み
た
も

の
」
に
分
類
し
、
第
二
類
に
該
当
す
る
京
都
薬
舗
勝
田
知
郷
が
出
版
し
た
六
諭
衍
義
大
意
（
天
保
一
四
）
の
影
響
と
そ
の
展
開
を
明
ら
か

に
す
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
享
保
七
年
四
月
須
原
屋
茂
兵
衛
他
五
書
林
、
享
保
七
年
八
月
京
都
の
中
川
茂
兵
衛
他
四
書
林
が
板
行
し
た

版
ま
で
が
官
刻
で
あ
り
、
書
肆
等
が
下
賜
さ
れ
た
板
木
で
板
行
し
た
賜
版
は
寛
政
一
一
年
に
、
賜
版
の
再
刻
本
が
天
保
一
五
年
に
板
行
さ

れ
る
。
更
に
、
序
跋
・
漢
詩
の
加
除
な
ど
が
行
わ
れ
た
本
を
、
岩
村
藩
、
長
州
藩
、
吉
田
藩
、
掛
川
藩
な
ど
の
藩
や
、
代
官
が
出
版
し
た

り
、
民
間
で
首
書
画
入
に
し
た
勝
田
本
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
六
諭
衍
義
大
意
は
幕
府
か
ら
の
寺
子
屋
師
匠
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
石
川
（
一
九
六
〇
）
に
よ
れ
ば
、
吉
宗

が
郊
外
へ
狩
猟
中
に
、
子
供
へ
手
習
を
指
南
し
て
い
た
村
医
吉
田
順
庵
を
見
出
し
て
、
子
供
の
手
習
の
教
材
と
し
て
六
諭
衍
義
大
意
を
下
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賜
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
い
う
。「
褒
賞
政
策
は
、
そ
の
後
、
代
々
の
将
軍
、
代
々
の
老
中
に
う
け
つ
が
れ
て
、
固
定
し
た
政
策
の

一
つ
に
」
な
り
、
そ
の
褒
賞
に
は
六
諭
衍
義
大
意
を
賜
る
な
ら
わ
し
だ
っ
た
と
い
う
）
14
（

。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
寺
子
屋
で
必
ず
六
諭
衍
義
大
意
を
読
み
書
き
教
材
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
関
山
（
一
九
九
四
）
の
元
禄
一
一
年

以
降
江
戸
府
内
寺
子
屋
に
お
け
る
手
習
教
材
・
読
書
教
材
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
六
諭
衍
義
大
意
は
読
書
教
材
に
該
当
し
、
手
習
教
材
に
用

い
ら
れ
て
い
な
い
。
使
用
頻
度
の
算
出
方
法
は
不
明
だ
が
、
実
語
教
が
一
三
六
に
対
し
、
六
諭
衍
義
大
意
は
五
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
主

要
な
読
書
教
材
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
15
（

。
梅
村
（
二
〇
〇
二
）
は
志
摩
国
の
栗
原
家
寺
子
屋
で
、
手
習
い
子
が
学
習
し
た
手
本
を
記

録
し
た
「
手
本
習
数
帳
」（
慶
応
二
年
）
に
基
づ
い
て
、
手
習
い
子
と
手
本
の
使
用
一
覧
表
を
示
す
）
16
（

が
、
そ
の
中
に
六
諭
衍
義
大
意
は
な
い
。

近
江
国
の
寺
子
屋
の
、
時
習
斎
蔵
書
の
往
来
物
の
構
成
を
調
査
し
た
和
田
（
二
〇
二
一
）
を
参
照
し
て
も
、
六
諭
衍
義
大
意
は
確
認
で
き

な
い
）
17
（

。
以
上
か
ら
、
大
量
の
異
本
が
存
在
す
る
も
、
寺
子
屋
で
は
実
語
教
よ
り
も
使
用
頻
度
が
格
段
に
低
か
っ
た
こ
と
、
教
材
に
使
用
さ

れ
な
い
こ
と
す
ら
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
寺
子
屋
に
通
う
人
々
の
中
で
も
高
い
レ
ベ
ル
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
べ
き
層
が
学
習
し
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
六
諭
衍
義
大
意
の
流
布
と
、
寺
子
屋
で
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
享
保
七
年
官
刻
本
と
同
じ
板
、
再
刻
の
異
本

は
多
数
存
在
し
、
享
保
七
年
以
後
も
同
じ
文
章
・
表
記
の
本
が
板
行
さ
れ
た
。
官
刻
本
に
、
ど
の
よ
う
な
平
仮
名
字
体
の
種
類
が
使
用
さ

れ
る
か
を
調
査
す
れ
ば
、
明
確
な
受
容
層
・
受
容
方
法
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
六
諭
を
学
習
す
る
層
あ
っ
て
は
、
読
む
こ

と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
平
仮
名
字
体
の
種
類
が
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
近
世
後
期
に
、
藩
や
代
官
が
学
習
を
奨
励
し
た
六
諭
衍
義
大
意
の
板
本
が
現
存
す
る
。
文
学
作
品
に
お
い
て
は
、
時
代
を
下
る

に
つ
れ
て
減
少
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
異
本
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
近
世
後
期
に
六
諭
衍
義
大
意
の
板
下
が
新
た
に
さ

れ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
平
仮
名
字
体
が
使
用
さ
れ
る
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。
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享
保
七
年
官
刻
本
以
後
、
①
吉
宗
が
手
習
に
推
奨
し
た
、
②
①
以
後
、
幕
府
の
文
教
政
策
に
お
い
て
手
習
師
匠
へ
の
褒
賞
と
さ
れ
た
、

③
藩
や
代
官
が
出
版
し
た
、
④
寺
子
屋
で
の
使
用
頻
度
は
低
く
、
高
い
レ
ベ
ル
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
べ
き
層
が
受
容
し
た
と
推
測
さ
れ

る
、
と
い
う
資
料
性
を
踏
ま
え
、
六
諭
衍
義
大
意
を
学
ぶ
人
々
に
ど
の
よ
う
な
平
仮
名
字
体
の
種
類
を
使
用
し
た
文
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

三　

調
査
資
料
の
書
誌
情
報

調
査
資
料
と
す
る
六
諭
衍
義
大
意
は
、
享
保
七
年
官
刻
本
と
、
そ
の
異
本
で
あ
る
三
本
、
計
四
本
で
あ
る
。
各
書
誌
情
報
を
左
記
す
る
。

１　

 

官
刻
本
―
『
六
諭
衍
義
大
意
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
特
別
買
上
文
庫
、
特4766

）　

享
保
七
〈
一
七
二
二
〉
年　

大
本

一
冊
（
四
二
丁
）、
半
丁
七
行
、
外
題
不
明
、
二
十
五
丁
が
重
複
し
て
い
る
。
重
複
分
は
調
査
か
ら
省
い
た
。　
﹇
刊
記
﹈
享
保

七
壬
寅
四
月
吉
日
／
武
江　

書
林
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
西
村
一
郎
右
衞
門
／
野
田
太
兵
衞
／
大
和
屋
太
兵
衞
／
小
川
彦
九
郎
／

須
原
屋
茂
兵
衞
﹇
備
考
﹈
構
成
は
、
室
鳩
巣
の
序
（
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
）・
跋
（
漢
文
）、
本
文
（
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
）

に
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
詩
が
つ
く
。
総
ル
ビ
で
あ
る
。

２　

 

水
野
本
―
『
六
諭
衍
義
大
意
抄
』（
沖
縄
県
立
図
書
館
、
特
殊
文
庫
、
資
料
コ
ー
ド1002105391

）　

天
保
五
〈
一
八
三
四
〉

年　

半
紙
本
一
冊
（
二
一
丁
）、
半
丁
九
行
、
外
題
「
六
諭
衍
義
大
意
鈔
」　
﹇
刊
記
﹈
な
し　
﹇
備
考
﹈
室
鳩
巣
の
序
・
跋
、
漢

詩
が
除
か
れ
て
い
る
。
尾
藩
勘
定
奉
行
神
埜
順
藏
の
漢
文
の
序
が
つ
き
、「
本
藩
ノ

故
ノ

林
奉
行
兼
水
野
代
官
水
野
權
平
正
恭
ノ

之

所　
レ

抄
ス
ル
也
」
と
冒
頭
に
記
さ
れ
、
末
尾
に
「
屬
吏　

加
藤
春
道
書
」
と
あ
る
。
東
恩
納
氏
「
六
諭
衍
義
考
拾
遺
」
に
よ
る
と
、

尾
州
藩
の
林
奉
行
兼
水
野
代
官
の
水
野
正
恭
が
抄
出
し
た
「
六
諭
衍
義
大
意
抄
」
を
上
板
家
が
蔵
し
て
い
た
の
を
、
勘
定
奉
行
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の
神
野
順
蔵
が
永
楽
屋
の
懇
望
で
公
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。「
水
野
本
」
の
名
称
は
東
恩
納
氏
に
倣
う
。

３　
 

亀
屋
本
―
『
六
諭
衍
義
大
意　

全
』（
沖
縄
県
立
図
書
館
、特
殊
文
庫
、資
料
コ
ー
ド1002122875

）　

天
保
一
四
〈
一
八
四
三
〉

年　

半
紙
本
一
冊
（
四
〇
丁
）、
半
丁
六
行
、
外
題
「
六
諭
衍
義
大
意　

全
」、
文
䴡䴡
堂
彂彂
兌　
﹇
刊
記
﹈
天
保
十
四
年
癸
卯
六

月
𠜇𠜇
成
／
書
肆　

伏
見
大
阪
町　

亀
本
屋
半
兵
衛
／
大
阪
安
堂
寺
町
筋
心
斎
𣘺　

播
磨
屋
理
助
／
京
都
五
条
大
𣘺
西
詰　

亀
屋

半
三
郎　
﹇
備
考
﹈
東
恩
納
氏
「
六
諭
衍
義
伝
」
に
「
小
本
六
諭
衍
義
大
意
」
と
紹
介
さ
れ
る
。
同
一
板
で
三
種
類
の
異
本
が

あ
り
、
板
元
で
分
類
し
て
亀
屋
本
、
播
磨
屋
本
、
秋
田
屋
本
と
す
る
。
最
も
早
い
板
行
で
あ
る
亀
屋
本
を
調
査
資
料
と
し
た
。

４　

 

岩
村
田
藩
本
―
『
六
諭
衍
義
大
意
』（
沖
縄
県
立
図
書
館
、
特
殊
文
庫
、
資
料
コ
ー
ド1002102216

）　

嘉
永
六
〈
一
八
五
三
〉

年　

折
本
一
帖
（29.8
×8.2cm

、
六
一
丁
）、
一
折
三
行
、
外
題
は
題
簽
に
墨
書
き
で
「
六
諭
衍
義
大
意　

全
」　
﹇
刊
記
﹈
な

し　
﹇
備
考
﹈
室
鳩
巣
の
序
・
跋
、
漢
詩
が
除
か
れ
て
い
る
。
前
付
に
内
藤
正
繩
に
よ
る
「
操
存
舎
亡
」
の
題
字
が
あ
り
、
越

智
崧
の
跋
文
が
付
く
。
往
来
物
風
に
大
字
に
し
て
あ
り
、
折
本
と
い
う
形
態
に
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
恩
納
氏
は
習
字
手
本

で
あ
る
と
指
摘
す
る
）
19
（

。

異
本
三
種
類
は
、
板
下
を
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
こ
と
が
確
か
な
、
大
本
の
官
刻
本
よ
り
判
型
が
小
さ
い
半
紙
本
、
装
丁
が
異
な
る
折

本
の
も
の
を
選
ん
だ
。
い
ず
れ
も
室
鳩
巣
が
著
し
た
本
文
を
も
ち
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。

平
仮
名
の
調
査
対
象
を
、
今
回
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
本
行
に
絞
る
。
官
刻
本
と
亀
屋
本
は
、
室
鳩
巣
の
序
文
も
調
査
対
象
と
し

た
。
平
仮
名
は
、
第
一
に
字
母
の
違
い
を
区
別
し
、
第
二
に
、
字
母
を
同
じ
く
し
て
も
漢
字
に
近
い
な
ど
の
く
ず
し
方
や
、
曲
折
の
角
度

や
転
折
の
有
無
で
見
た
目
を
異
に
す
る
も
の
を
字
体
と
し
て
捉
え
、
種
類
を
数
え
た
。

以
後
、
イ
ロ
ハ
四
七
に
ン
を
加
え
た
四
八
の
仮
名
を
、
抽
象
的
な
単
位
と
し
て
「
仮
名
」
と
呼
び
、〈　

〉
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ
て
表

わ
す
。
字
母
は
《　

》、
字
体
は
【　

】
に
囲
ん
で
示
す
）
21
（

。
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四　

使
用
平
仮
名
字
体
の
種
類
と
そ
の
使
用
傾
向

本
章
で
は
、
六
諭
衍
義
大
意
に
使
用
さ
れ
た
平
仮
名
字
体
の
調
査
結
果
を
示
す
。
な
お
、
亀
屋
本
は
官
刻
本
と
文
字
列
を
ほ
ぼ
変
更
せ

ず
に
書
き
写
し
て
お
り
、
平
仮
名
字
体
の
種
類
も
概
ね
同
じ
よ
う
に
書
写
し
て
い
た
。
一
方
、
水
野
本
、
岩
村
田
藩
本
は
、
官
刻
本
と
は

行
数
や
文
字
列
の
位
置
も
異
な
り
、
平
仮
名
字
体
の
使
用
種
類
も
異
な
る
。

四
・
一　

六
諭
衍
義
大
意
四
本
の
平
仮
名
字
体
の
種
類
数

ま
ず
六
諭
衍
義
大
意
四
本
に
お
け
る
平
仮
名
字
体
の
種
類
数
を
確
認
す
る
。
表
１
に
、
官
刻
本
、
水
野
本
、
亀
屋
本
、
岩
村
田
藩
本
に

使
用
さ
れ
る
平
仮
名
の
字
母
、
字
体
の
総
種
類
数
を
示
し
た
。
字
母
の
総
種
類
数
は
官
刻
本
・
亀
屋
本83

、
水
野
本87

、
岩
村
田
藩
本

92

で
あ
る
。
字
体
の
種
類
は
、
官
刻
本105
、
水
野
本114

、
亀
屋
本106

（
官
刻
本
に
は
使
用
さ
れ
な
い
【
る
】
が
使
用
さ
れ
る
）、
岩

村
田
藩
本124

で
あ
っ
た
。
使
用
字
母
、
字
体
と
も
に
、
最
も
遅
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
岩
村
田
藩
本
に
、
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

使
用
さ
れ
て
い
る
と
分
か
る
。

以
上
四
本
に
使
用
さ
れ
る
平
仮
名
字
体
の
種
類
数
が
ど
の
よ
う
な
水
準
と
い
え
る
の
か
、
久
田
（
二
〇
一
九
）
で
示
さ
れ
た
近
世
期
通

俗
文
学
作
品
板
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
三
〇
作
品
の
平
仮
名
字
体
の
種
類
と
比
較
し
て
確
認
す
る
。
区
別
す
る
字
体
の
基
準
は
本
稿

と
異
な
る
が
、平
仮
名
字
体
の
種
類
の
減
少
傾
向
と
い
う
変
遷
の
中
で
の
大
ま
か
な
位
置
付
け
と
し
て
参
考
に
な
る
。
久
田
（
二
〇
一
九
）

の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
仮
名
草
子
〈
一
六
三
二
―
一
六
八
五
〉
は88

〜122
（
平
均106.93

）、
浮
世
草
子
〈
一
六
八
二
―
一
七
一
三
〉
は

73

〜114

（
平
均95.8

）、
八
文
字
屋
本
〈
一
七
〇
一
―
一
七
六
九
〉
で
は66
〜101
（
平
均82

）、
洒
落
本
〈
一
七
五
六
―
一
八
二
七
〉
で



『六諭衍義大意』諸本の平仮名字体9

は71

〜106

（
平
均90.57

）、
読
本
〈
一
七
九
九
―
一
八
三
六
〉
で
は67

〜94

（
平
均80.53

）、
人
情
本
〈
一
八

一
九
―
一
八
六
四
〉
で
は64

〜87

（
平
均74.43

）
の
字
体
の
種
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
）
22
（

。
官
刻
本
の105

と
い
う

数
は
、
仮
名
草
子
や
浮
世
草
子
の
使
用
数
の
幅
の
範
疇
内
で
あ
り
、
八
文
字
屋
本
よ
り
は
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
水

野
本
の114

は
、
同
時
代
の
洒
落
本
や
読
本
よ
り
二
〇
種
類
は
多
く
、
更
に
時
代
を
下
っ
た
人
情
本
と
同
時
期
の
岩

村
田
藩
本
は
、
人
情
本
の
平
均
使
用
種
類
よ
り
五
〇
も
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
六
諭
衍
義
大
意
の
板
本
は
、
官
刻
本

は
同
時
代
の
浮
世
草
子
よ
り
平
仮
名
字
体
の
使
用
種
類
数
が
や
や
多
い
く
ら
い
で
あ
る
も
の
の
、
近
世
後
期
の
水
野

本
、
亀
屋
本
、
岩
村
田
藩
本
い
ず
れ
も
使
用
平
仮
名
字
体
種
類
数
が
通
俗
文
学
作
品
よ
り
も
格

段
に
多
い
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

別
の
研
究
者
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
、
個
別
作
品
の
平
仮
名
字
体
の
種
類
数
と
も
対
照
し

た
い
。
表
２
に
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
、
個
別
作
品
の
平
仮
名
の
字
母
、
字
体
の
総
種
類
数
を

示
し
た
）
23
（

。
官
刻
本
は
②
好
色
一
代
男
よ
り
も
使
用
平
仮
名
字
体
の
種
類
数
が
少
な
い
も
の
の
、

③
浮
世
親
仁
形
気
よ
り
は
僅
か
に
多
い
。
一
方
、
水
野
本
、
岩
村
田
藩
本
は
、
⑪
北
越
雪
譜
や

⑫
北
条
泰
時
明
断
録
よ
り
、
や
は
り
使
用
種
類
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
使
用
数
の
水

準
は
①
醒
睡
笑
、
②
好
色
一
代
男
や
、
前
期
読
本
の
④
⑤
に
準
じ
る
。

以
上
か
ら
、
官
刻
本
は
仮
名
草
子
、
浮
世
草
子
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
水
準
で
平
仮
名
字
体
の

種
類
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
亀
屋
本
は
そ
の
水
準
を
引
き
継
い
で
い
る
。
そ
し
て
、 

近
世
後
期
の
水
野
本
、
岩
村
田
藩
本
は
、
同
時
期
の
通
俗
文
学
作
品
よ
り
も
使
用
平
仮
名
字
体
の
種
類
が
か
な
り
多
め
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

表２ 近世文学散文作品における平仮名の字母・字体種類数 表１ �六諭衍義大意４種の平仮名の
字母・字体種類数
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四
・
二　

六
諭
衍
義
大
意
四
本
に
お
け
る
平
仮
名
字
体
の
種
類
と
使
用
数
の
比
較

続
い
て
、
平
仮
名
字
体
の
使
用
数
か
ら
、
六
諭
衍
義
大
意
の
平
仮
名
字
体
の
使
用
傾
向
を
検
討
す
る
。

表
３
に
、六
諭
衍
義
大
意
四
本
の
使
用
平
仮
名
字
体
と
、使
用
数
、使
用
割
合
（
％
）、使
用
割
合
で
区
分
し
た
記
号
を
一
覧
に
し
た
（
画

像
は
す
べ
て
調
査
資
料
の
も
の
）。
表
２
に
示
し
た
①
〜
⑫
の
資
料
に
お
い
て
、
六
諭
衍
義
大
意
四
本
に
み
ら
れ
た
平
仮
名
字
体
の
種
類

が
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
作
品
に
お
け
る
使
用
割
合
を
、
六
諭
衍
義
大
意
四
本
と
同
様
に
記
号
で
示
し
た
。

　

使
用
傾
向
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り
に
分
類
で
き
る
。

Ａ　

六
諭
衍
義
大
意
四
本
及
び
、
①
〜
⑫
の
大
体
に
お
い
て
主
用
平
仮
名
字
体
（
使
用
割
合
50
％
以
上
）

〈
ア
〉【
あ
】　
〈
イ
〉【
い
】　
〈
ウ
〉【
う
】　
〈
エ
〉【
え
】　
〈
キ
〉【
き
】　
〈
ク
〉【
く
】　
〈
シ
〉【
𛁅
】　
〈
セ
〉【
せ
】

〈
タ
〉【
𛁠
】　
〈
チ
〉【
ち
】　
〈
ト
〉【
と
】　
〈
ヌ
〉【
ぬ
】　
〈
ハ
〉【
𛂞
】　
〈
ヒ
〉【
ひ
】　
〈
フ
〉【
ふ
】　
〈
ヘ
〉【
へ
】

〈
マ
〉【
ま
】　
〈
ム
〉【
む
】　
〈
メ
〉【
め
】　
〈
ヤ
〉【
や
】　
〈
ヨ
〉【
よ
】　
〈
ラ
〉【
𛃰
】　
〈
リ
〉【
り
】　
〈
ル
〉【
𛃻
】

〈
ロ
〉【
ろ
】　
〈
ワ
〉【
𛄌
】　
〈
ヰ
〉【
ゐ
】　
〈
ヱ
〉【
ゑ
】　
〈
ヲ
〉【
を
】　
〈
ン
〉【
ん
】

Ｂ　

 

六
諭
衍
義
大
意
四
本
と
、
①
〜
⑫
に
お
い
て
少
数
・
稀
少
平
仮
名
字
体
（
使
用
割
合
49
％
以
下
。
使
用
さ
れ
る
資
料
が
少
な
い
、

も
し
く
は
使
用
割
合
10
％
未
満
の
稀
少
平
仮
名
字
体
に
は
傍
線
を
付
け
て
あ
る
。）

〈
ア
〉【
𛀄
】　
〈
イ
〉【
𛀆
】　
〈
カ
〉【
か
】【
𛀘
】　
〈
キ
〉【
𛀪
】【
𛀥
】　
〈
ク
〉【
く
２
】【
𛀰
】　
〈
シ
〉【
し
】【
𛁈
】

〈
ス
〉【
𛁑
】【
𛁐
】　
〈
セ
〉【
𛁒
】　
〈
ソ
〉【
𛁛
】　
〈
タ
〉【
た
】【
𛁟
】【
𛁞
】　
〈
ツ
〉【
𛁩
】【
𛁭
】【
𛁫
】　
〈
テ
〉【
𛁴
】【
𛁮
】

〈
ト
〉【
と
２
】【
𛁻
】　
〈
ナ
〉【
𛂁
】【
𛂄
】【
𛂅
】　
〈
ニ
〉【
に
】【
𛂍
】　
〈
ノ
〉【
𛂛
】【
𛂝
】　
〈
ハ
〉【
は
】【
𛂦
】【
𛂣
】【
𛂢
】

〈
ヒ
〉【
𛂯
】　
〈
フ
〉【
𛂱
】【
𛂲
】　
〈
ヘ
〉【
𛂶
】　
〈
マ
〉【
𛃄
】【
𛃅
】【
𛃂
】　
〈
メ
〉【
𛃔
】　
〈
モ
〉【
𛃜
】　
〈
ヤ
〉【
や
】
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

安 あ 9900 93.75% ◎ 6677 73.63% ◎ 9900 93.75% ◎ 7744 74.45% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
阿 � 66 6.25% ▽ 2244 26.37% ○ 66 6.25% ▽ 2255 25.25% ○ ○ ○ ― △ ▽ ▽ ▼ ▼ ▽ ― ▼ ―

い 9911 100% ◎ 8855 100% ◎ 8866 100% ◎ 9900 95.74% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 44 4.30% ▽ ▼ ○ ― ― ▽ ▽ ○ ○ ▽ ▽ ― ―

ウ 宇 う 2255 100% ◎ 2222 100% ◎ 2255 100% ◎ 3300 100% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
エ 衣 え 55 100% ◎ 22 100% ◎ 55 100% ◎ 77 100% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

お 1166 29.09% ○ 1188 35.29% ○ 1166 29.09% ○ 2288 41.18% ● ● ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� 3399 70.91% ◎ 3333 64.71% ◎ 3399 70.91% ◎ 4400 58.82% ◎ ◎ ◎ ▽ ○ ▽ ― ▽ ▽ ― ― ― ―
� 5500 25.91% ○ 113399 74.33% ◎ 5522 26.67% ○ 110022 55.14% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� 9999 51.30% ◎ 2266 13.90% △ 9988 50.26% ◎ 4411 23.24% ○ ― ▼ ▽ ― ―
� 4433 22.28% ○ 1188 9.63% ▽ 3355 17.95% △ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ▽
か 11 0.52% ▼ 44 2.14% ▽ 1100 5.13% ▽ 4411 21.62% ○ ▽ ○ ○ ▽ ○ ▽ ▽ △ △ △ ○ ▽
き 7788 93.98% ◎ 5533 66.25% ◎ 7788 93.98% ◎ 5555 68.75% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎ ◎
� 11 1.20% ▽ 11 1.25% ▽ 11 1.20% ▽ ― ― ― ― ▼ ▼ ― ― ▼ ― ― ― ― ― ― ―

起 � 44 4.82% ▽ 2266 32.50% ○ 44 4.82% ▽ 1144 17.50% △ ▼ ▼ ○ ▽ ● ▽ ○ ◎ ○ ◎ ▽ ○
支 � ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1111 13.75% △ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

く 6622 89.86% ◎ 5522 81.25% ◎ 6655 94.20% ◎ 5599 80.82% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
く２ 77 10.14% △ 1100 15.63% △ 44 5.80% ▽ 1122 16.44% △ ○ △ ▽ ▽ ▽

具 � ― ― ― ― 22 3.13% ▽ ― ― ― ― 22 2.74% ▽ ▼ ― ▼ ▽ ― ― ― ― ― ― ― ―
介 � 55 20.83% ○ 55 26.32% ○ 55 20.83% ○ ― ― ― ― △ ▽ △ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ▽
計 け 66 25.00% ○ 55 26.32% ○ 77 29.17% ○ 99 42.86% ● △ ▽ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎
希 � 1133 54.17% ◎ 88 42.11% ● 1122 50.00% ◎ 1122 57.14% ◎ ▽ ◎ ― ― ▽ ▼ △ ― ▽ ― ― ―
遣 � ― ― ― ― 11 5.26% ▽ ― ― ― ― ― ― ― ― ◎ ○ ▽ ▽ ▼ ― ― ― ― ― ― ―
己 こ 99 19.57% △ 1133 37.14% ○ 1100 21.74% ○ 1122 26.67% ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
古 � 3377 80.43% ◎ 2222 62.86% ◎ 3366 78.26% ◎ 3333 73.33% ◎ △ ○ ▼ △ ● ▽ △ △ ▽ ○ △ △
左 さ 2244 35.82% ○ 3333 51.56% ◎ 2255 36.76% ○ 5522 82.54% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
佐 � 4433 64.18% ◎ 3311 48.44% ● 4433 63.24% ◎ 1111 17.46% △ ▽ ― ▽ ― ▽ ▼ ― ▽ ― ― ― ―

� 224466 86.62% ◎ 221133 83.20% ◎ 224466 86.62% ◎ 223333 88.26% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
し ― ― ― ― 1111 4.30% ▽ ― ― ― ― 22 0.76% ▽ ― ― ― ― ― ○ ― ― ▽ △ ― △

志 � 3388 13.38% △ 3322 12.50% △ 3388 13.38% ○ 2299 10.98% △ △ △ △ ▽ △ △ △ △ △ ▽ △ ▽
寸 す 5577 40.43% ● 1188 12.68% △ 5577 40.43% ● 8822 54.67% ◎ △ △ ● ― ○ ◎ ▼ ― ▽ ― ▽ △
春 � 2288 19.86% △ 6688 47.89% ● 2288 19.86% △ 3300 20.00% △ ◎ ○ ○ ◎ ● △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

� ― ― ― ― 5500 35.21% ○ ― ― ― ― 3388 25.33% ○ △ ― △ ○ ○ ○ ▽ ○ ▽ ○ △ ○
� 5566 39.72% ○ 66 4.23% ▽ 5566 39.72% ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ▽ ― ― ― ―
せ 1177 73.91% ◎ 2211 95.45% ◎ 1177 73.91% ◎ 88 30.77% ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� 66 26.09% ○ 11 4.55% ▽ 66 26.09% ○ 1188 69.23% ◎ ○ ― ▼ ― △ ▽ ― ▽ ― ― ― ―
そ 11 2.38% ▽ 1166 44.44% ● 22 4.76% ▽ 3322 76.19% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� 4411 97.62% ◎ 1155 41.67% ● 4400 95.24% ◎ 33 7.14% ▽ ○ ○ ▽ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

楚 � ― ― ― ― 55 13.89% △ ― ― ― ― 77 16.67% △ ― ― ― ― ● ― ― ― ― ― ― ―
� 8822 56.16% ◎ 8833 58.04% ◎ 8833 56.46% ◎ 4455 34.88% ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎
� ― ― ― ― 44 2.80% ▽ ― ― ― ― 22 1.55% ▽ ▽ ― △ ― ▽ ▼ ― ― ― ― ▼ ―

太 た 1199 13.01% △ 2255 17.48% △ 1199 12.93% △ 5566 43.41% ● ▼ ▼ ▽ ▽ △ ▼ ▼ ● ▼ ▽ △ ―
堂 � 4455 30.81% ○ 3311 21.68% ○ 4455 30.61% ○ 2266 20.16% ○ ▽ △ ▼ ▽ ▽ ― ― △ ― ― ― ―

チ 知 ち 66 100% ◎ 66 100% ◎ 66 100% ◎ 88 100% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
つ 2222 36.07% ○ 1122 21.82% ○ 2233 37.70% ○ 3377 48.68% ● ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ●
� 2211 34.43% ○ 2277 49.09% ● 2211 34.43% ○ 1144 18.42% △ ▽ ○ ― ○ △ ▽ ○ ▽ ▽ ― ― ▽

徒 � 1188 29.51% ○ 1166 29.09% ○ 1177 27.87% ○ 1111 14.47% △ △ ○ ▽ △ ▽ ▼ △ △ ▽ ― ― ―
津 � ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1144 18.42% △ ▽ ▼ ▽ ▽ ▽ ― ― ― ▽ ― ― ―

� 115511 78.24% ◎ 112211 70.76% ◎ 115533 75.74% ◎ 6600 34.68% ○ ◎ ◎ ▼ ○ ● ▽ ▼ ◎ ◎ ◎ ○ ▽
て 2244 12.44% △ 4477 27.49% ○ 3311 15.35% △ 110099 63.01% ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ ◎ ◎

帝 � 1188 9.33% ▽ 33 1.75% ▽ 1188 8.91% ▽ 11 0.58% ▼ ― ▼ ▼ ― ― ― ― ― ― ― ― ―
亭 � ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 33 1.73% ▽ ― ― ― ― ― ― ― ▼ ― ― ― ―

イ 以

オ 於

カ 可

官刻本 水野本 亀屋本 岩村田藩本

ア

◎

加

◎ ◎

キ 幾

ク 久 ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

シ 之

ス

須

セ 世

◎ ◎ ◎

ケ

コ

サ

テ 天

ソ 曽

タ 多

ツ 川

表３ 六諭衍義大意諸本使用平仮名字体一覧（付①～⑫先行研究使用平仮名字体）
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と 114499 68.35% ◎ 117700 83.33% ◎ 115500 68.81% ◎ 110088 51.43% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
と２ 44 1.83% ▽ 66 2.94% ▽ 44 1.83% ▽ 8811 38.57% ○ ○ ○ △ ▽ △

登 � 6655 29.82% ○ 2288 13.73% △ 6644 29.38% ○ 2200 10.00% ▽ △ ▼ ― ▼ ▽ ― ― ▽ ▼ ― ▼ ―
な 112211 79.61% ◎ 8844 57.53% ◎ 112200 79.47% ◎ 4455 29.80% ○ ▼ △ ● ▽ ―
� ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 55 3.31% ▽ ― ― ― ― ―
� 1111 7.24% ▽ 3333 22.60% ○ 1111 7.28% ▽ 4488 31.79% ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� 77 4.61% ▽ 2222 15.07% △ 77 4.64% ▽ 1188 11.92% △ ― ― ▽ ― ―
� ― ― ― ― 66 4.11% ▽ ― ― ― ― 2288 18.54% △ ― ― ― ▽ ― ― ▽ ― ― ― ▼ ―
� 1133 8.55% ▽ 11 0.68 ▽ 1133 8.61% ▽ 77 4.64% ▽ △ △ ▽ ― ▽ ― ― ▽ ― ― ― ―

尓 � 4411 12.42% △ 112211 40.07% ○ 4400 12.12% △ 111122 37.58% ○ ▽ ▼ △ ▽ ▽ ◎ ▽ ◎ △ ● ◎ ◎
� 119999 60.30% ◎ 111111 36.75% ○ 220022 61.21% ◎ 5522 17.45% △ ◎ ▽ ○ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ ▽ △

仁 に 99 2.73% ▽ 3311 10.26% △ 99 2.73% ▽ 8866 28.86% ○ ▽ ▼ ● ▼ ○ △ ― ▽ ▼ ― ― ▼
� 8811 24.55% ○ 3399 12.91% △ 7799 23.94% ○ 3377 12.42% △ △ ▽ ▽ ○ ▼ ― ▼ ▽ ▼ ― ▼ ―
耳２ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1111 3.69% ▽ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ヌ 奴 ぬ 1188 100% ◎ 1177 100% ◎ 1188 100% ◎ 1166 100% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� 77 77.78% ◎ 77 100% ◎ 77 77.78% ◎ 88 100% ◎ ○ ◎ ● ▽ ○ ◎ ○ ― ― ○ ◎ ○
ね 11 11.11% △ ― ― ― ― 11 11.11% △ ― ― ― ― ― ● ▽ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ △ △ ◎

年 � 11 11.11% △ ― ― ― ― 11 11.11% △ ― ― ― ― ◎ ― ◎ △ ○ △ ○ △ △ ● ○ ―
の 1166 6.58% ▽ 7788 34.36% ○ 1188 7.79% ▽ 111144 51.82% ◎ ○ △ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� 7777 31.43% ○ 5566 24.67% ○ 7777 31.56% ○ 4499 22.27% ○ ● ◎ ▽ ○ ○ ▼ ● ▼ ― ▽ ▼ ▼
� 114422 57.96% ◎ 8899 39.21% ● 113399 56.97% ◎ 5522 23.64% ○ △ ▽ ○ ― ○ ▼ ― △ ▽ ▽ ― ―
� ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 33 1.36% ▽ ― ― ― △ ― ― ― ▼ ― ― ▼ ―

農 � 99 3.57% ▽ 44 1.79% ▽ 1100 4.08% ▽ 22 0.91% ▼ ▽ ▼ ― ― ▼ ― ― ― ― ― ― ―
波 は 3355 13.41% △ 1133 5.31% ▽ 3366 13.79% △ 66 2.51% ▽ ▽ ▼ ― ▽ ▼ ― ▼ ― ― ▼ ▼ ―
者 � 4499 18.77% △ 3399 15.92% △ 4488 18.39% △ 6677 28.03% ○ ○ ○ △ ○ ◎ ○ ○ △ ▽ ▽ △ ◎
八 � 115588 60.54% ◎ 117755 71.43% ◎ 115588 60.54% ◎ 111199 49.79% ● ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▽

� 1199 7.28% ▽ 1188 7.53% ▽ 1199 7.28% ▽ 3322 13.39% △ ○ ▽ ▽ △ ▼ ― ▽ ▽ ▽ ▽ ▼ ▽
� ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1155 6.28% ▽ ▽ ▽ ― ― ― ▼ ― ▼ ― ― ― ―

比 ひ 5533 100% ◎ 5511 100% ◎ 5533 100% ◎ 5500 87.72% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
飛 � ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 77 12.28% △ △ △ ― ▽ ▽ ▽ ▼ ● ▽ ▽ ▽ ―
不 ふ 6600 85.71% ◎ 6677 89.33% ◎ 6600 85.71% ◎ 6666 89.19% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
婦 � 1100 14.29% △ 88 10.67% △ 1100 14.29% △ 77 9.46% ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▼ ▽ ▽ ▽ ▽ ― ―
布 � ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 11 1.35% ▽ ― ▼ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
部 へ 110000 74.07% ◎ 111122 83.58% ◎ 9999 73.33% ◎ 9955 70.37% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
遍 � 3355 25.93% ○ 2222 16.42% △ 3366 26.67% ○ 3399 28.89% ○ △ ○ ― △ ▼ ▽ ▽ △ ― ― ▽ ―
閉 閉 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 11 0.74% ▼ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

� 1144 46.67% ● 1100 38.46% ○ 1144 46.67% ● 1100 40.00% ● ◎ △ ― ○ ▽ ― ▽ ◎ ◎ ◎ ― ―
ほ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 22 8.00% ▽ ▽ ○ ― ― ◎ ― ― ― △ △ ▽ ―

本 1166 53.33% ◎ 1166 61.54% ◎ 1166 53.33% ◎ 1133 52.00% ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ △ ○ ◎ ◎
ま 4499 79.03% ◎ 4455 80.36% ◎ 4488 77.42% ◎ 2211 38.18% ● ◎ ○ ▽ ▽ ◎
� ― ― ― ― ― ― ― ― 11 1.62% ▼ 2266 47.27% ● ― △ ◎ ◎ ―

満 � 1100 16.13% △ 99 16.07% △ 1100 16.13% △ 88 14.55% △ ▽ ― ○ ▽ ○ ― ▽ ○ ▽ ▽ ▽ ―
万 � 33 4.84% ▽ 22 3.57% ▽ 33 4.84% ▽ ― ― ― ― ▽ ▽ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
三 � 1177 32.08% ○ 2299 67.44% ◎ 1177 32.08% ○ 2255 54.35% ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ― ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
美 み 3366 67.92% ◎ 1144 32.56% ○ 3366 67.92% ◎ 2211 45.65% ● ● ◎ △ △ ○ ◎ △ ▽ ― ▽ ― ―

ム 武 む 3344 100% ◎ 2299 100% ◎ 3344 100% ◎ 3311 100% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
女 め 2299 87.88% ◎ 2277 90.00% ◎ 2299 87.88% ◎ 2255 73.53% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
免 � 44 12.12% △ 33 10.00% △ 44 12.12% △ 99 26.47% ○ ▽ △ ― △ ○ ― ▽ ◎ ▽ ▽ ― ―

� 111100 68.32% ◎ 8844 56.38% ◎ 110022 63,35% ◎ 6622 38.51% ○ ◎ ▽ ▽ ○ ▽ ▽ ― ▽ ▽ ▽ ▼ ―
2277 16.77% △ 2266 17.45% △ 2277 16.77% △ 2277 16.77% △ △ ― ○ △ ○ ● ● ◎ ○ ○ ― △

も 2233 14.29% △ ― ― ― ― 3311 19.25% △ 2288 17.39% △ ― ○ ― ◎ ― ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎
も２ ― ― ― ― 3399 26.17% ○ ― ― ― ― 4433 26.71% ○ △ △ ◎ ― ◎ ― ― ― ― ― ― ―

茂 � 11 0.62% ▽ ― ― ― ― 11 0.62% ▽ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
裳 � ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 11 0.62% ▼ ▼ ● ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ト 止
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ナ 奈 ◎ ● ▽

◎

那

ニ

耳

ネ 祢

▽ △ ◎ ▽

● ● ◎ ◎ ◎ △

フ

ヘ

ホ 保

マ 末

ノ 乃

能

ハ

盤

ヒ

◎

ミ

メ

モ 毛

◎ ◎ ● ◎
◎

◎
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や 3322 64.00% ◎ 2299 63.04% ◎ 3344 68.00% ◎ 2266 56.52% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎
� 1188 36.00% ○ 1177 36.96% ○ 1166 32.00% ○ 2200 43.48% ● ▼ ― ● ○ △ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ● ○
ゆ 77 87.50% ◎ 66 75.00% ◎ 77 87.50% ◎ 77 50.00% ● ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ △ ▽ ● ◎ ◎ ―
� ― ― ― ― 22 25.00% ○ ― ― ― ― 77 50.00% ◎ △ ▽ ▽ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ▽ ◎

遊 � 11 12.50% △ ― ― ― ― 11 12.50% △ ― ― ― ― ◎ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
よ 6688 100% ◎ 5599 100% ◎ 6688 100% ◎ 6633 94.03% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 44 5.97% ▽ ― ▽ ― ― ― ― ▽ ― ― ― ― ―
� 110000 100% ◎ 9944 98.95% ◎ 110000 100% ◎ 9966 88.89% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ら ― ― ― ― 11 1.05% ▽ ― ― ― ― 1133 11.11% △ ▽ ▽ △ ▽ ▽ △ ▽ ▽ △ ▽ △ ○
り 114422 91.61% ◎ 112200 84.51% ◎ 114411 91.56% ◎ 113355 93.75% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
� 11 0.65% ▼ ― ― ― ― 11 0.65% ▼ ― ― ― ― ― ▽ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

里 � 1122 7.74% ▽ 2222 15.49% △ 1122 7.79% ▽ 99 6.25% ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ △ ▽ △ △ ▽ ▽ ▽ ▽
� 118877 86.18% ◎ 113322 63.77% ◎ 118811 83.03% ◎ 111155 55.83% ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ― ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
る ― ― ― ― 3344 16.43% △ 77 3.21% ▽ 6666 32.04% ○ ▽ ▽ ▽ ● ◎ △ ○ ○ ○ ○ ○ ●

� 11 0.46% ▼ ― ― ― ― 11 0.46% ▼ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
類 � 2299 13.36% △ 1199 9.18% ▽ 2299 13.30% △ 44 1.94% ▽ ▼ ◎ ▼ ▼ ▼ ― ▼ △ ▼ ▼ ▼ ―
流 � ― ― ― ― 1188 8.70% ▽ ― ― ― ― 1155 7.28% ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ △ ― ▼ ― ▼ ▽ ▼ ―
累 � ― ― ― ― 44 1.93% ▽ ― ― ― ― 66 2.91% ▽ ▽ ▽ ― ▽ ― ▼ ― ▽ ▼ ― ― ―
連 � 5533 62.35% ◎ 5599 74.68% ◎ 5533 62.35% ◎ 3388 48.10% ● ◎ ◎ ○ ○ ● ○ △ ● ◎ ◎ ▽ ◎

れ 2277 31.76% △ 1199 24.05% △ 2277 31.76% △ 4411 51.90% ◎ ○ ▽ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ● ◎ ○
� 55 5.88% ▽ 11 1.27% ▽ 55 5.88% ▽ ― ― ― ― ▼ △ ― △ ― ― ― ― ― ― ― ―

呂 ろ 1166 100% ◎ 88 66.67% ◎ 1166 100% ◎ 55 20.83% ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ―
路 � ― ― ― ― 44 33.33% ○ ― ― ― ― 1199 79.17% ◎ ▽ ○ ― ― ○ ― ▽ ― ○ ― ― ―
王 � 1166 100% ◎ 1144 87.50% ◎ 1155 100% ◎ 1122 66.67% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

� ― ― ― ― 22 12.50% △ ― ― ― ― 22 11.11% △ △ ― △ ▽ ― ▽ ▽ ― ― ― ― ―
わ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 44 22.22% ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ―

ヰ 為 ゐ 55 100% ◎ 55 100% ◎ 55 100% ◎ 44 100% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ヱ 恵 ゑ ― ― ― ― 11 100% ◎ ― ― ― ― 11 ― ◎ ◎ ― ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ◎ ◎ ◎

遠 を 115588 58.96% ◎ 221100 83.67% ◎ 115588 58.96% ◎ 114433 56.75% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
越 � 111100 41.01% ● 4411 16.33% △ 111100 41.01% ● 110099 43.25% ● ▽ ● ○ ▽ ● ▼ ― ▽ ▽ ● ▽ ●

ン 无 ん 1133 100% ◎ 1144 100% ◎ 1133 100% ◎ 1188 100% ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ユ 由

ヨ 与

ラ 良

ヤ 也

ロ

ワ

和

ヲ

凡例
１　一つの仮名に対する平仮名字体の使用割合を、記号で示した。
◎：50％以上、●：40%以上、○：20～39％、△：10～19%、▽：10%未満、▼：1%未満

２　先行研究で調査された平仮名字体の使用傾向を①～⑫に示す。①～⑤⑦⑪は坂（2016）、⑥は矢野（1990）、⑧～⑩、⑫は市地（2020）を参
照した。
３　番号は表２に対応する。
４　各先行研究と本研究における平仮名字体の対象にあたり、次の処理を行った。
４．１　坂（2016）では《遠》を二種類の平仮名字体に分けているが、本研究では区別していないので、合算して使用割合を算出している。一方
で、本研究で区別している【�】【�】、【く】【く２】、【�】【し】、【と】【と２】、【な】【�】、【�】【�】、【ま】【�】を区別していないので、坂（2016）

に示された使用数で使用割合を算出し、統合した欄で示している。また、国書データベースで板本の表記を確認し、視認した限りで使用数が多
いとみられる字体に記号を位置させた。
４．２　矢野（1990）では一九黄表紙五種の使用平仮名字体の種類と使用数を示す。この表３では黄表紙五種類全体でみられた平仮名字体の
種類を使用数にて使用割合を算出している。各黄表紙ごとの使用平仮名字体の種類は10種類前後で異なる。【お】【せ】【よ】を二種類の平仮

名字体に分けているが、本研究では区別していないため、合算して使用割合を算出した。
４．３　市地（2020）では【お】【せ】【�】【�】【�】を二種類の平仮名字体に分けているが、本研究では区別していないため、合算して使用割合を

算出した。
５　表３の一覧に示す六諭衍義大意には使用されていない平仮名字体は、次の通り。
①【�】▽【�】▼【　】▽【�】▽【�】▼【�】○【�】▽【�】▽【�】○【�】▽【�】▼／②【�】▽【�】▼【�】▽【�】△【�】◎【�】▼【�】▽【�】

△【�】▽【�】▽【�】▼【�】○／③【　】▽【�】▽【�】▽【�】▽【�】○【�】▽／④【�】▼【�】▼【�】▽【�】△【�】▽【�】▼／⑤【�】▽

【�】▼【�】▼【�】▼／⑥【�】◎【�】▼【�】▽【�】○／⑦【�】△【�】▽【�】▼／⑧【�】○【�】▽／⑨【�】▽【�】△／⑩【�】●【�】▽／

⑪【　】▽【�】▼【�】○【　】○【�】▼／⑫【�】●【�】▼

リ 利

ル 留

レ

礼
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〈
ヨ
〉【
𛃫
】　
〈
ラ
〉【
ら
】　
〈
リ
〉【
𛃶
】【
𛃱
】　
〈
ル
〉【
る
】【
𛃽
】【
𛃸
】【
𛃼
】　
〈
レ
〉【
𛃾
】　
〈
ロ
〉【
𛄆
】　

〈
ワ
〉【
𛄊
】【
わ
】　
〈
ヲ
〉【
𛄚
】

Ｃ　

六
諭
衍
義
大
意
四
本
と
、
①
〜
⑫
に
お
い
て
使
用
傾
向
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
平
仮
名
字
体

〈
ケ
〉【
𛀷
】　
〈
ス
〉【
す
】【
𛁏
】　
〈
テ
〉【
て
】【
𛁳
】　
〈
ニ
〉【
𛂋
】【
𛂌
】　
〈
ネ
〉【
𛂗
】【
ね
】【
𛂔
】

〈
ホ
〉【
𛂻
】【
ほ
】【

】　
〈
モ
〉【
𛃙
】【

】【
も
】【
も
２
】　
〈
ユ
〉【
ゆ
】【
𛃥
】【
𛃦
】　
〈
レ
〉【
れ
】【
𛄀
】

Ｄ　

六
諭
衍
義
大
意
四
本
で
は
、
①
〜
⑫
と
使
用
傾
向
が
異
な
る
平
仮
名
字
体

〈
オ
〉【
お
】【
𛀕
】　
〈
カ
〉【
𛀚
】【
𛀙
】　
〈
ケ
〉【
𛀳
】【
け
】【
𛀴
】　
〈
コ
〉【
こ
】【
𛀸
】　
〈
サ
〉【
さ
】【
𛀾
】

〈
ソ
〉【
そ
】【
𛁚
】　
〈
ナ
〉【
な
】【
𛂂
】　
〈
ノ
〉【
の
】【
𛂙
】【
𛂜
】　
〈
ミ
〉【
𛃉
】【
み
】

Ｅ　

六
諭
衍
義
大
意
に
み
ら
れ
、
①
〜
⑫
に
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
平
仮
名
字
体

〈
キ
〉【
𛀦
】　
〈
ナ
〉【
𛂀
】　
〈
ニ
〉【
耳
２
】　
〈
ヘ
〉【
閉
】　
〈
モ
〉【
𛃛
】　
〈
ル
〉【
𛃹
】

　

右
の
よ
う
に
分
類
す
る
と
、
Ａ
の
よ
う
に
、
六
諭
衍
義
大
意
四
本
の
平
仮
名
字
体
使
用
傾
向
に
は
、
多
く
の
資
料
で
当
た
り
前
に
使
用

さ
れ
る
平
仮
名
字
体
が
使
用
さ
れ
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
１
）
少
数
・
稀
少
平
仮
名
字
体
の
使
用
が
多
い

Ｂ
に
該
当
し
、
四
本
す
べ
て
に
使
用
さ
れ
る
平
仮
名
字
体
を
確
認
す
る
。
ま
ず
【
𛀄
】
は
③
⑩
⑫
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。【
𛁒
】
は
①

③
⑤
⑥
⑧
、【
𛁴
】
は
②
③
、【
𛂝
】
は
①
②
⑤
に
の
み
使
用
さ
れ
る
。
官
刻
本
・
亀
屋
本
、
水
野
本
で
使
用
さ
れ
る
、
草
書
体
漢
字
に
近

い
平
仮
名
字
体
の
【
𛀘
】【
𛀥
】【
𛁐
】【
𛃂
】【
𛃾
】
も
、
①
〜
⑫
の
う
ち
一
〜
三
資
料
に
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
使
用
割
合
も
低
め
と

い
え
る
。
官
刻
本
・
亀
屋
本
に
使
用
さ
れ
る
【
𛃱
】
は
、
②
好
色
一
代
男
に
使
用
さ
れ
る
ほ
か
は
滅
多
に
み
ら
れ
ず
、
使
用
割
合
も
10
％
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未
満
で
あ
る
。
水
野
本
、
岩
村
田
藩
本
に
は
【
𛀰
】【
し
】【
𛁑
】【
𛁟
】【
𛂄
】【
𛃸
】【
𛃼
】【
𛄆
】【
𛄊
】
が
使
用
さ
れ
る
。【
し
】【
𛁑
】

は
①
〜
⑫
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
も
の
の
、【
𛀰
】【
𛁟
】【
𛂄
】【
𛄆
】【
𛄊
】
は
、
当
該
平
仮
名
字
体
を
使
用
し
な
い
文
学
作
品
ば
か
り
で
、

使
用
さ
れ
て
も
10
％
未
満
で
あ
る
。
①
〜
⑫
の
う
ち
【
𛃸
】
は
九
資
料
、【
𛃼
】
は
六
資
料
に
使
用
さ
れ
る
が
、
使
用
割
合
は
⑤
を
除
い

て
10
％
未
満
で
あ
る
。

Ｃ
に
該
当
す
る
、
水
野
本
の
【
𛀷
】
は
十
八
世
紀
末
の
⑥
黄
表
紙
五
種
以
降
は
み
ら
れ
ず
、
官
刻
本
・
亀
屋
本
の
【
𛃦
】
は
①
醒
睡
笑

で
主
用
平
仮
名
字
体
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
他
の
文
学
作
品
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。

Ｄ
に
該
当
す
る
、
官
刻
本
・
亀
屋
本
の
【
𛃛
】【
𛃹
】
は
①
〜
⑫
に
は
使
用
さ
れ
な
い
。【
𛃛
】
は
永
井
（
二
〇
〇
六
）
に
よ
る
と
『
女

文
章
大
和
錦
』（
天
保
六
）
に
僅
か
一
例
み
ら
れ
る
が
、近
世
平
仮
名
字
体
の
先
行
研
究
か
ら
使
用
例
を
見
出
す
の
は
か
な
り
困
難
で
あ
り
、

遡
れ
ば
『
深
窓
秘
抄
』（
一
一
世
紀
頃
）
）
24
（

、『
字
典
か
な
―
出
典
明
記
―
改
訂
版
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
二
年
）
で
は
「
入
道
右
大
臣
集
」 

（
定
家
筆
）
か
ら
採
取
さ
れ
、使
用
例
が
限
ら
れ
る
。【
𛃹
】
は
久
保
田
（
一
九
九
四
）
に
よ
れ
ば
俳
文
『
山
乃
井
』（
正
保
二
）
に
使
用
例
、

久
保
田
（
二
〇
〇
九
）
に
よ
れ
ば
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』（
寛
政
一
〇
）
の
三
馬
序
に
一
例
が
報
告
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
か
な
り

限
ら
れ
た
資
料
に
、
ま
れ
に
使
用
さ
れ
る
平
仮
名
字
体
と
い
え
る
。

岩
村
田
藩
本
の
み
に
使
用
さ
れ
た
平
仮
名
字
体
は
多
く
、【
𛀆
】【
𛀦
】【
𛁫
】【
𛁮
】【
𛂀
】【
耳
２
】【
𛂛
】【
𛂢
】【
𛂯
】【
𛂲
】【
閉
】【
ほ
】

【
𛃫
】
が
み
ら
れ
た
。【
𛀆
】【
𛁫
】【
𛂯
】【
ほ
】
は
官
刻
本
・
亀
屋
本
、
水
野
本
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
①
〜
⑫
に
お
い
て
は

少
数
字
体
な
が
ら
よ
く
使
用
さ
れ
る
。
一
方
で
、【
𛁮
】
は
⑧
の
み
、【
𛂛
】
は
④
⑧
⑪
、【
𛂢
】
は
①
②
⑥
⑧
、【
𛂲
】
は
②
の
み
、【
𛃫
】

は
②
⑦
と
僅
か
な
が
ら
の
使
用
で
あ
る
。【
𛂀
】
は
坂
（
二
〇
一
六
）
で
は
【
な
】
と
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、⑦
東
海
道
中
膝
栗
毛
で
【
𛂀
】

に
近
い
字
体
が
使
用
さ
れ
る
。【
𛀦
】【
耳
２
】【
閉
】
は
①
〜
⑫
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。【
𛀦
】
は
久
保
田
（
一
九
九
四
）
で
『
可

笑
記
』（
寛
永
一
一
）、『
因
果
物
語
』（
明
暦
頃
）
に
一
例
ず
つ
確
認
さ
れ
る
が
、
近
世
文
学
作
品
に
一
般
的
と
は
い
え
な
い
。【
耳
２
】
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も
近
世
文
学
作
品
に
用
例
を
探
す
の
は
難
し
く
、
前
掲
『
字
典
か
な
』
で
は
『
栄
雅
詠
草
』（
飛
鳥
井
栄
雅
筆
）、『
百
人
一
首
』（
堯
孝
筆
）

か
ら
採
取
し
て
い
る
。【
閉
】
は
近
世
文
学
作
品
に
用
例
を
探
す
の
も
、古
筆
に
探
す
の
も
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
、本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』

（
寛
政
二
刊
）
に
【
閉
】
が
使
用
さ
れ
て
い
る
）
25
（

。
近
世
後
期
の
知
識
層
が
受
容
し
た
書
物
に
使
用
例
が
あ
る
平
仮
名
字
体
と
い
う
の
は
確

か
で
あ
る
。

以
上
の
通
り
、
六
諭
衍
義
大
意
四
本
に
は
、
近
世
文
学
作
品
で
常
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
平
仮
名
字
体
が
多
数
使
用
さ
れ
る

傾
向
が
あ
る
。

（
２
）
近
世
文
学
作
品
と
は
使
用
傾
向
の
異
な
る
平
仮
名
字
体
が
あ
る

Ｄ
に
該
当
す
る
【
お
】【
𛀕
】、【
𛀚
】【
𛀙
】、【
𛀳
】【
け
】【
𛀴
】、【
こ
】【
𛀸
】、【
さ
】【
𛀾
】、【
そ
】【
𛁚
】、【
な
】【
𛂂
】、【
の
】【
𛂙
】

【
𛂜
】、【
𛃉
】【
み
】
の
使
用
割
合
を
確
認
す
る
と
、
六
諭
衍
義
大
意
四
本
で
は
、〈
オ
〉
は
【
𛀕
】、〈
ケ
〉
は
【
𛀴
】、〈
コ
〉
は
【
𛀸
】

が
主
用
平
仮
名
字
体
で
あ
る
。
官
刻
本
・
亀
屋
本
、
水
野
本
で
は
【
な
】、
官
刻
本
・
亀
屋
本
で
は
【
𛀙
】【
𛀾
】【
𛁚
】【
𛂙
】【
み
】
が

主
用
平
仮
名
字
体
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
①
〜
⑫
だ
と
【
お
】【
𛀚
】【
𛀳
】【
け
】【
こ
】【
さ
】【
そ
】【
𛂂
】【
の
】【
𛃉
】
が
主
用
平
仮

名
字
体
で
あ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。

以
上
か
ら
、
文
学
作
品
で
通
常
、
少
数
使
用
さ
れ
る
平
仮
名
字
体
が
、
六
諭
衍
義
大
意
で
は
主
用
平
仮
名
字
体
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。

（
１
）（
２
）
の
特
徴
は
、
文
字
列
の
見
た
目
に
お
い
て
平
仮
名
字
体
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
多
様
に
す
る
傾
向
と
い
え
る
。
漢
字
に

近
い
く
ず
し
の
字
体
や
、
画
数
の
多
い
字
母
の
字
体
が
使
用
さ
れ
、
よ
り
運
筆
に
技
巧
を
要
す
る
表
記
で
あ
る
。
享
保
七
年
の
官
刻
本
は
、

珍
し
い
平
仮
名
字
体
が
僅
か
に
使
用
さ
れ
る
も
、
仮
名
草
子
や
浮
世
草
子
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
水
野
本
、
亀
屋
本
、
岩

村
田
藩
本
は
、
近
世
後
期
に
そ
の
版
下
を
新
た
に
し
て
も
、
平
仮
名
字
体
の
種
類
を
整
理
し
た
表
記
に
な
っ
て
い
な
い
。
商
業
出
版
で
流
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布
し
た
文
学
作
品
の
よ
う
な
読
み
や
す
さ
よ
り
も
、
平
仮
名
字
体
を
技
巧
的
に
、
多
様
に
用
い
る
表
記
と
い
う
、
教
養
の
高
さ
が
優
先
さ

れ
た
の
だ
と
み
ら
れ
る
。

五　

ま
と
め

本
稿
で
は
、
六
諭
衍
義
大
意
の
享
保
七
年
官
刻
本
、
そ
の
異
本
の
水
野
本
、
亀
屋
本
、
岩
村
田
藩
本
の
平
仮
名
字
体
の
種
類
と
、
そ
の

使
用
傾
向
の
特
徴
を
確
認
し
た
。

ま
ず
、
大
本
の
官
刻
本
よ
り
判
型
が
小
さ
く
、
版
下
を
新
た
に
し
て
い
る
は
ず
亀
屋
本
で
は
、
行
や
文
字
列
の
配
置
、
平
仮
名
字
体
も

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
官
刻
本
を
反
映
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
手
本
と
し
て
六
諭
衍
義
大
意
の
文
字
表
記
を
尊
重
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
仮
名
字
体
の
総
種
類
数
に
お
い
て
は
、
官
刻
本105

は
、
仮
名
草
子
や
浮
世
草
子
な
ど
と
同
水
準
だ
っ
た
と
み
ら
れ
、
天
保
一
四
年

の
亀
屋
本106

は
、
享
保
七
年
時
点
の
平
仮
名
字
体
の
種
類
、
使
用
傾
向
を
引
き
継
い
で
い
る
。
天
保
五
年
の
水
野
本114

、
嘉
永
六
年

の
岩
村
田
藩
本124

は
、
官
刻
本
よ
り
も
平
仮
名
字
体
の
総
種
類
数
が
多
め
で
、
同
時
期
に
流
行
し
た
人
情
本
の
使
用
種
類
の
平
均
約
74

程
度
と
比
較
し
て
、
平
仮
名
字
体
の
種
類
を
か
な
り
多
め
に
使
用
し
た
の
だ
と
分
か
る
。

具
体
的
な
使
用
平
仮
名
字
体
と
、
使
用
傾
向
を
確
認
す
る
と
、
六
諭
衍
義
大
意
四
本
に
は
、
近
世
文
学
作
品
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な

い
、
あ
る
い
は
使
用
割
合
が
極
め
て
低
い
、
稀
少
平
仮
名
字
体
が
多
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
学
作
品
で
は
少
数
字
体
の
平
仮
名

字
体
を
主
用
平
仮
名
字
体
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
平
仮
名
字
体
の
種
類
を
多
様
に
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。

官
刻
本
は
同
時
期
の
文
学
作
品
の
平
仮
名
字
体
の
種
類
数
や
、
使
用
傾
向
と
大
差
な
か
っ
た
が
、
近
世
後
期
は
通
俗
文
学
作
品
に
お
い

て
平
仮
名
字
体
の
種
類
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
一
方
で
、
六
諭
衍
義
大
意
の
異
本
は
、
近
世
前
期
ほ
ど
の
平
仮
名
字
体
の
表
記
の
水
準
を
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保
ち
続
け
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
徳
川
吉
宗
が
手
習
い
手
本
に
推
奨
し
た
六
諭
衍
義
大
意
が
、
平
仮
名
字
体
を
多
様
に
用
い
る
漢

字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
技
巧
的
な
表
記
の
手
本
と
い
う
教
養
水
準
で
出
版
側
が
制
作
し
て
い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
注
﹈

（
1
） 

六
諭
衍
義
大
意
の
由
来
と
流
布
に
つ
い
て
は
、『
東
恩
納
寛
惇
全
集
』第
八
巻pp.10-25

「
六
諭
衍
義
伝　

一
、
由
来
篇
」に
よ
る
。

（
2
） 

石
川（
一
九
二
九
）pp.316-317

、
乙
竹（
一
九
二
九
）「
第
三
篇　

第
二
章　

第
一
節　

將
軍
吉
宗
の
庶
民
教
育
奨
勵
と
六
諭
衍
義
大
意
の
頒

布
」pp.645-689
は「
有
徳
院
実
記
」「
兼
山
麗
澤
秘
策
」に
よ
っ
て
、
吉
宗
が『
六
諭
衍
義
大
意
』を
江
戸
府
内
の
手
習
師
匠
に
頒
布
し
、
奨
励

し
た
こ
と
を
記
す
。

（
3
） 

例
え
ば
、
久
保
田（
一
九
九
四
）（
一
九
九
五
）で
は
仮
名
草
子
製
版
本
の『
可
笑
記
』『
因
果
物
語
』『
東
海
道
名
所
記
』、
矢
野（
一
九
九
〇
）は

黄
表
紙
五
種
、
久
保
田
（
二
〇
〇
九
）
は
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
の
平
仮
名
字
体
を
調
査
し
、
そ
の
使
用
種
類
や
用
法
を
論
じ
る
。
久
保

田
篤
（
一
九
九
五
）「
草
双
紙
の
用
字
法
―
赤
本
の
仮
名
字
体
の
用
法
を
中
心
に
―
」（『
国
語
学
論
集
：
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
』
汲
古
書
院
、

pp.549-574

）で
は
子
供
を
対
象
と
し
た
赤
本
が
平
易
で
平
仮
名
字
体
の
使
用
種
類
も
少
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
内
田
宗
一（
一
九
九

八
ｂ
）「
黄
表
紙
・
洒
落
本
の
仮
名
字
体
―
恋
川
春
町
自
筆
板
下
本
に
つ
い
て
の
比
較
考
察
―
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
四
、
和
泉
書
院
、

pp.149-177

）
で
は
恋
川
春
町
の
黄
表
紙
と
洒
落
本
の
平
仮
名
字
体
の
調
査
を
行
い
、
洒
落
本
に
そ
の
種
類
数
が
多
様
で
あ
る
理
由
を
、
書

き
込
む
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
る
。
内
田
宗
一（
一
九
九
八
ａ
）「『
偐
紫
田
舎
源
氏
』の
仮
名
字
体
―
―
作
者
自
筆
稿
本
と

板
本
の
比
較
考
察

―
」（『
待
兼
山
論
叢
』三
二
号
、pp.15-27

）、
同
氏（
二
〇
〇
〇
）「
馬
琴
作
合
巻『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』の
仮
名
字
体
―
筆

耕
に
よ
る
表
記
の
改
変
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
五
、
和
泉
書
院
、pp.145-168

）
で
は
、
合
巻
の
自
筆
稿
本
と
板
本
を

対
照
し
、
そ
の
平
仮
名
字
体
に
い
か
な
る
変
更
の
傾
向
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
4
） 

浜
田（
一
九
七
九
）p.5

（
5
） 

久
田（
二
〇
一
九
）p.7
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（
6
） 

久
保
田（
二
〇
〇
九
）pp.45-47

（
7
） 

市
地（
二
〇
一
三
）で
曲
亭
馬
琴
の
読
本『
椿
説
弓
張
月
』と
合
巻『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』の
平
仮
名
字
母
の
比
較
し
、
読
本
の
ほ
う
が
平
仮
名

字
母
の
種
類
が
多
様
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
、
ジ
ャ
ン
ル
意
識
の
反
映
と
し
て
考
察
し
た
。

（
8
） 
矢
田（
二
〇
一
六
）pp.148-149

。
矢
田
氏
は
高
井
浩『
天
保
期
、
少
年
少
女
の
教
養
形
成
過
程
の
研
究
』（
河
出
書
房
新
社
・
一
九
九
一
）、
高

橋
敏「
村
の
手
習
塾
―
子
ど
も
の
発
見
」（『
文
献
資
料
を
読
む
・
古
代
か
ら
近
代
』朝
日
新
聞
社
・
二
〇
〇
〇
）を
参
照
。

（
9
） 

矢
田（
二
〇
一
六
）p.158

、p.162

（
10
） 

い
ろ
は
仮
名
に
関
し
て
は
、
岡
田
一
祐（
二
〇
二
一
）『
近
代
平
仮
名
体
系
の
成
立
』（
文
学
通
信
）pp.57-71

所
収「
第
三
章　

江
戸
期
の
い
ろ

は
仮
名
」（
初
出『
国
語
国
文
研
究
』一
四
二
、
二
〇
一
三
）、
女
子
用
往
来
の
平
仮
名
字
体
に
つ
い
て
は
、
永
井（
二
〇
〇
六
）に
お
い
て
、
十

五
種
類
の
女
子
用
往
来
を
対
象
と
し
た
平
仮
名
字
体
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

例
え
ば『
日
本
教
科
書
大
系　

往
来
編　

教
訓
』第
五
巻（
講
談
社
、一
九
六
九
年
、『
電
子
版D

V
D

-R
O

M

　

日
本
教
科
書
大
系
』方
丈
堂
出
版
）

の
教
訓
科
往
来
物
か
ら
挙
げ
る
と
、『
近
道
子
寶
』（
正
徳
三
）、『
兒
童
教
訓
伊
呂
波
歌
』（
天
保
七
）等
が
あ
り
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
往

来
物
が
複
数
種
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
12
） 

角
田
多
加
雄
（
一
九
八
九
）「「
六
諭
衍
義
大
意
」
に
つ
い
て
の
教
育
思
想
史
的
考
察
」（『
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
：
社
会

学
心
理
学
教
育
学
』二
九
号
）な
ど
、
思
想
的
影
響
に
関
す
る
研
究
が
多
数
存
す
る
。
ま
た
、『
近
世
町
人
思
想
』（
中
村
幸
彦
校
注
、
日
本
思

想
大
系
59
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）に
参
考
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。

（
13
） 「
庶
民
教
科
書
と
し
て
の
六
諭
衍
義
」（
国
民
教
育
者
、
一
九
三
二
年
）を
は
じ
め
と
し
た
六
諭
衍
義
大
意
関
係
論
文
が
、『
東
恩
納
寛
惇
全
集
』

第
八
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
東
恩
納
氏
が
収
集
し
た
六
諭
衍
義
関
係
諸
本
は
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
沖
縄
県
立
図
書
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。

（
14
） 

引
用
は
石
川（
一
九
六
〇
）pp.83-84

。
吉
宗
の
逸
話
は
、
乙
竹（
一
九
二
九
）も
参
考
に
な
る
。

（
15
） 

関
山
邦
弘「
第
一
章
第
三
節　

江
戸
の
寺
子
屋
」（『
東
京
都
教
育
史　

通
史
編　

一
』東
京
都
立
教
育
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）p.81

、p.83

の

表
10
、
表
11
に
よ
る
。
調
査
は「
東
京
府
寺
子
屋
調
査
」（
東
京
都
公
文
書
館
）に
基
づ
き
、「
使
用
頻
度
」は
元
禄
一
一
年
以
降
の
江
戸
府
内
の

寺
子
屋
で
使
用
さ
れ
た
教
材
を
数
え
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
） 

梅
村
佳
代「
第
一
章　

近
世
志
摩
国
の
寺
子
屋
―
鳥
羽
町
栗
原
家
を
事
例
と
し
て
―
」（『
近
世
民
衆
の
手
習
い
と
往
来
物
』梓
出
版
社
、
二
〇
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〇
二
年
）pp.34-40

。「
慶
応
二
丙
寅
年　

手
本
習
数
帳　

卯
月
吉
祥
日　

栗
原
」は
栗
原
家
文
書（
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵
）の
一
つ
で
、
万

延
元
〈
一
八
六
〇
〉
年
以
降
入
門
し
た
一
一
〇
名
の
使
用
手
本
の
記
録
で
あ
る
。
手
本
の
総
種
類
数
は
、
梅
村
氏
が
整
理
し
た
一
覧
表
に
六

〇
種
類
が
並
ぶ
。

（
17
） 
和
田
充
弘
（
二
〇
二
一
）「
寺
子
屋
時
習
斎
旧
蔵
往
来
物
の
分
類
と
書
誌
―
使
用
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
」（『
び
わ
こ
学
院
大
学
・
び

わ
こ
学
院
大
学
短
期
大
学
部　

研
究
紀
要
』一
三
号
、pp.69-77

）。

（
18
） 「
六
諭
衍
義
拾
遺
」（
初
出『
書
物
展
望
』九
巻
三
号
、
一
九
三
九
年
）『
東
恩
納
寛
惇
全
集
』第
八
巻
、pp.118-110

を
参
照
。

（
19
） 「
六
諭
衍
義
伝　

二
、
種
類
篇
」『
東
恩
納
寛
惇
全
集
』第
八
巻
、pp.55-56

に
よ
る
。
高
橋（
二
〇
一
三
）も
同
書
が
習
字
手
本
で
あ
る
と
い
う

立
場
を
と
り
、
跋
文
を
読
み
解
い
て
勝
田
本
の
影
響
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
勝
田
本
と

岩
村
田
藩
本
を
見
比
べ
た
が
、
使
用
文
字
に
つ
い
て
、
書
写
の
影
響
関
係
は
ほ
ぼ
な
い
と
判
断
し
た
。
勝
田
本
は
首
書
挿
画
入
り
の
読
書

向
け
の
本
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
対
象
の
資
料
と
は
大
幅
に
紙
面
の
構
成
が
異
な
る
た
め
、
調
査
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

（
20
） 

官
刻
本
は
濁
点
が
つ
い
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
異
本
三
種
類
は
全
体
に
渡
っ
て
濁
点
が
つ
く
。
ま
た
、
異
本
に
は
、
官
刻
本
の
平
仮
名

表
記
と
漢
字
表
記
が
変
更
さ
れ
て
い
る
部
分
や
、
仮
名
遣
い
が
異
な
る
部
分
が
し
ば
し
ば
存
す
る
。

（
21
） 

平
仮
名
字
体
の
表
示
は
、U

nicode10.0
に
収
録
さ
れ
た
も
の
をIPA

m
j

明
朝（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構（IPA

））で
示
す
。
収
録

外
の
仮
名
字
体
は
学
術
情
報
交
換
用
変
体
仮
名（https://kana.ninjal. ac.jp/

）に
拠
る
。
更
に
収
録
外
の
も
の
は【
く
２
】【
も
２
】と
近
似
の
平

仮
名
に
番
号
を
振
る
か
、【
耳
２
】【
閉
】の
よ
う
に
字
母
で
表
記
す
る
。

（
22
） 

久
田（
二
〇
一
九
）p.16

表
１
に
よ
る
。
平
均
値
はpp.23-28

の
各
本
使
用
字
体
総
種
類
数
一
覧
表
か
ら
平
均
値
を
稿
者
が
算
出
し
た
。

（
23
） 

市
地（
二
〇
二
〇
）の
調
査
に
基
づ
く
総
種
類
数
は
、
本
稿
で
の
分
類
に
基
づ
い
て
数
え
直
し
て
い
る
。

（
24
） 『
日
本
語
学
大
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
八
年
）の「
平
仮
名
字
体
表
」p.1052

に
よ
る
。

（
25
） 

矢
田（
一
九
九
六
）p.124

の
字
体
表
に
よ
る
。
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。
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summary

The hiragana characters in the various editions 
of “Rikuyu Engi Taii” : with reference to the Kankoku-bon, 
Mizuno-bon, Kameya-bon and Iwamuratahan-bon editions.

Ei ICHIJI

The “Kankoku Rikuyu Engi taii 官刻六諭衍義大意” （“Kankoku-bon官刻
本”）, was promoted by Tokugawa Yoshimune as a manual for teaching the 
common people, and after being published in 1722 and was issued repeatedly 
throughout the early-modern period. This paper investigates the variety and 
number of hiragana characters used in the Rikuyu Engi Taii ― which was 
recommended as a manual for writing the Japanese in the early-modern period ― 
by examining the variety and number of hiragana characters used in the kankoku-
bon and its variants: the Mizuno-bon 水野本 （1834）, Kameya-bon 亀屋本 （1843）, 
and Iwamuratahan-bon 岩村田藩本 （1853）. The characteristics of the usage trends 
were then elucidated upon by comparing them with the variety of hiragana 
characters used in other literary works.

The results of the survey showed that the variety in the number of hiragana 
characters in the kankoku-bon was on par as that of contemporary literary works. 
However, Mizuno-bon, Kameya-bon, and Iwamuratahan-bon ― which stem from 
the late early-modern period, when the variety of hiragana characters used in 
popular literary works was on the decline ― had a significantly larger total number 
in the variety of hiragana characters than literary works that were popular during 
the same period. Furthermore, the tends surrounding the use of hiragana were 
diverse.

The above shows that the usage of hiragana characters in the kankoku-bon 
did not almost differ from that of other literary works of the same period. However, 
in the Mizuno-bon, Kameya-bon, and Iwamuratahan-bon of the late early-modern 
period, the variety of hiragana characters used were not organized in the same way. 
This is thought to be due to the fact that the publishrers recognized and took over 
the Rikuyu Engi Taii, as recommended by Yoshimune as a model for writing that 
uses a variety of hiragana characters.






